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研究 

主題 

単元のゴールを意識し，英語で自分の思いを伝え合うことができる授業を目指して 

－児童が主体的に取り組む学習活動を通して－ 

 

第６学年外国語科学習指導案 

指導月日 令和３年 10 月 20 日  

                              所属校名 栗原市立若柳小学校   

                              氏名   大島 貴志       

 

１ 単元名「Unit6 Let’s think about our food.」（東京書籍 NEW HORIZON Elementary6） 

 

２ 単元の目標 

 オリジナルカレーを考え,伝え合うために，食材を通じた世界のつながりや食べ物の栄養素などに

ついて，短い話を聞いてその概要が分かったり，伝え合ったりすることができる。 

 

３ 単元観 

本単元は，小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説「外国語活動・外国語編」「第２部外国語第

２章第２節英語」１目標（１）聞くこと「ウ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身

近で簡単な事柄について，短い話の概要を捉えることができるようにする。」（３）話すこと［やり取

り］「ウ 自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句や基本的な表現を用

いてその場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合うことができるようにする。」に基づいて設定

したものである。 

 この単元は，食べ物，食事，食材，果物・野菜等の語句や，What did you eat for～? I ate～.I usually eat

～.～is from….の表現を用いて，食べた物やそれらの産地，栄養素を伝え合う内容になっている。単元

の終末は，「オリジナルカレーを考え，英語で伝え合おう」というゴールを設定し，学んだ語句や表現

を組み合わせながら，その場で質問したり質問に答えたりするなど，既習表現を活用したやり取りが

できる単元になっている。また，教科横断的な視点から，家庭科「できることを増やしてクッキング」

と学習をつなげる。新型コロナウィルスの影響で，授業で調理実習を行うことはできないが，考えた

オリジナルカレーを自宅で実際に調理し，調理したカレーを英語で説明する活動を行っていこうと考

えている。 

 

４ 児童の実態［第６学年２組 26 名］ 

令和３年４月 19 日（月）と令和３年９月２日（木）のアンケートの結果を比較すると，英語が｢好

き｣または「どちらかというと好き」と答えた児童が，４月には 96％だったが，９月には 100％になっ

た。４月当初に「どちらかというと嫌い」と答えた１名の児童は，９月には「みんなと楽しく活動で

きるから今は好きになった」と記述している。 

「自信を持って英語で発表できるか」という質問には，４月は 28％が「できる」または「どちらか

というとできる」と答えていたが，９月は 80％が「できる」または「どちらかというとできる」と答

えている。４月は，失敗への不安，特に自分の発音に対する不安を理由として挙げる児童が多かった。

そこで，「標準的な英語の音声を聞く」「声に出してみる」「自分で／友達と確認する」というサイクル

での単語や文章の発音練習を積み重ねてきた。また，ＩＣＴ機器を活用し，自分の発音を確認する活

動を継続したことで，成長を少しずつ実感し，自信を持って英語で話せるようになった。しかし，依

然として 20％の児童が英語を使って発表することに苦手意識を持っている。 

４月同様，現在も友達や先生とインタビューし合ったり，単語や表現を練習し合ったりなど，リラ



 令和３年度実践力向上研修（小学校 外国語） 

－ ＯＴ 2 － 

ックスした状況で英語を使ってやり取りする活動には積極的に取り組むことができ，好きと答えてい

る児童が多い。以上のことから，「①標準的な英語の音声を聞く」「②声に出してみる」「③自分で／友

達と確認する」サイクルに加え，「④自分の姿を録画して確認する」場面も多く設定することで，少し

ずつ自分の成長を実感し，自信を持って英語を話すことを目指したい。 

Ａ：あてはまる     Ｂ：どちらかといえばあてはまる 
Ｃ：どちらかといえばあてはまらない Ｄ：あてはまらない 
（※【設問２】Ａ：聞く Ｂ：話す Ｃ：読む Ｄ：書く） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

４月 ９月 ４月 ９月 ４月 ９月 ４月 ９月 

１ 英語の授業は楽しいですか。 
９人 

(３６％) 

１８人 

(７２％) 

１５人 

(６０％) 

７人 

(２８％) 

１人 

(４％) 
０人 ０人 ０人 

２ 英語を「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で楽しい活動はどれですか。 
１２人 

(４８％) 

１０人 

(４０％) 

３人 

(１２％) 

１１人 

(４４％) 

３人 

(１２％) 

２人 

(８％) 

７人 

(２８％) 

２人 

(８％) 

３ みんなの前で自信を持って発表できますか。 
１人 

（４％） 

６人 

(２４％) 

６人 

（２４％） 

１４人 

(５６％) 

１４人 

（５６％） 

４人 

(１６％) 

４人 

（１６％） 

１人 

（４％） 

４ 英語を使って友達や先生とやりとりすることは楽しいですか。 
９人 

（３６％） 

１６人 

（６４％） 

１２人 

（４８％） 

５人 

（１９％） 

３人 

（１２％） 

３人 

（１２％） 

１人 

（４％） 
０人 

５ 毎時間，課題（めあて）を持って英語の授業に取り組んでいますか。 
１人 

（４％） 

１５人 

（６０％） 

１６人 

（６４％） 

７人 

（２８％） 

７人 

（２８％） 

３人 

（１２％） 

１人 

（４％） 
０人 

６ 毎時間，何ができるようになったか実感できていますか。 
４人 

(１６％) 

１２人 

（４８％） 

１７人 

(６８％) 

１１人 

（４４％） 

３人 

(１２％) 

２人 

（８％） 

１人 

(４％) 
０人 

 

５ 指導観 

単元のゴールを意識し，英語で自分の思いを伝え合うためには，興味・関心や知的探究心が高まる

単元のゴールを設定することが大切である。また，そのゴールを目指し，児童とともに課題（めあて）

やまとめを確認する活動や，標準的な英語の音声をできるだけ多く聞き，声に出し，確認していく活

動などを継続することを通して，自分の思いを英語で伝え合おうとする気持ちを育んでいきたい。 

 本単元では，終末に「オリジナルカレーを考え，英語で伝え合おう」という単元のゴールを設定し，

日本と外国の食材を組み合わせたオリジナルカレーを考え，タブレット端末でスライドを作成して伝

え合う活動を行う。第１時に，単元のゴール（「オリジナルカレーを考え，英語で伝え合おう」）を提

示し，その達成に必要な言語材料（伝え合いに必要な情報等）を児童とともに確認していく。また，

第１時の学習を基に，１単位時間当たりの学習課題（本時のめあて）を児童とともに確認し，目的意

識を全体で共有する。毎時間の導入では，新出語句や表現に慣れ親しませたり，既習事項を想起させ

たりするために，毎時間 Small Talk を行う。テーマを指定したり，時間制限を設けたりして，児童間

で英語を使用する機会を設定する。また，タブレット端末にインストールされている学習者用デジタ

ル教科書を活用し，児童間で単語の発音を確認し合ったり，絵カードを出し合ったりする時間も設定

する。さらに，事前に録画した担任とＡＬＴのモデル会話を視聴することで，その時間に目指す姿を

視覚的・聴覚的に確認する。展開では，段階的なやり取りの活動を設定して，対話を徐々に発展させ

ていく。導入で視聴した担任とＡＬＴのモデル会話を，観点を与えて改めて視聴し，その時間のやり

取りで必要な表現を児童から引き出す。ペアやグループで，できるだけ多くやり取りする場を設定し，

最終的にタブレット端末の録画機能を活用して自分たちの発音を確認する時間を設定する。「標準的

な英語の音声を聞く」「声に出す」「自分で／友達と確認する」のサイクルを継続し，成長を視覚的に

実感し，話すことへの自信を持たせていく。終末では，児童とともに確認した１単位時間当たりの学

習課題（本時のめあて）に立ち返り，児童の言葉でまとめる。そして，児童が毎時間自ら授業に主体

的に参加し，できるようになったという達成感を味わわせていく。 

 

６ 研究主題との関連 

研究主題を「単元のゴールを意識し，英語で自分の思いを伝え合うことができる授業を目指して」

とし，以下の２つの手立てを講じる。 

 

【手立て１】単元のゴールとめあてを意識させるための工夫 

単元の第１時に単元のゴールを提示し，児童とともにその達成に必要な言語材料を確認する。提示
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したゴールと確認した言語材料を教室内に掲示することで，常にゴール

を意識し，見通しを持った学習につなげていく。毎時間，第１時の学習

を基に学習課題（本時のめあて）とまとめを児童の言葉を生かして設定

することを継続する。そして，児童自ら主体的に授業に参加し，できた

という達成感を持たせる。                     単元のゴールを示した掲示物 

【手立て２】児童が自信を持って英語を話すためのＩＣＴ活用 

 

①標準的な英語の音声を聞く 

  ↓ 

②英語を声に出す 

  ↓ 

③自分で／友達と確認する 

  ↓ 

④自分の姿を録画して確認する 

 

① 英語の音声を聞く 

学習者用デジタル教科書の単語練習機能を活用し，標準的な英語の音声を明瞭に聞くことで，自分

の発音のモデルとする。 

② 英語を声に出す 

学習者用デジタル教科書の単語練習機能に合わせて声を出す。苦手な発音がある場合は，何度も繰

り返し聞いて声に出すことでモデルとなる発音に近づける。 

③ 自分で／友達と確認する 

翻訳機能を活用して，自分の発音が正しく聞き取られるかを確認したり，写真ツールのアルバム機

能を活用して友達と写真を見せ合い，それを英語で言えるかどうかをお互いに確認したりする。 

④ 自分の姿を録画して確認する 

録画機能を活用し，客観的に自分の姿を確認する。また，自分の発音ややり取りに課題がある場合

には，修正するために自分で練習を選択して取り組む。 

 

７ 単元の指導と評価の計画 

(1) 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

〈知識〉 
I ate～. I usually eat～. ～
is from…. 及びその関連語
句について理解している。 

〈技能〉 

食材を通じた世界のつなが
りや食べ物の栄養素などに
ついて聞き取る技能を身に
付けている。 

〇オリジナルカレーを考え，

伝え合うために，食材を通じ

た世界のつながりや食べ物の

産地・栄養素などについて，短

い話の概要を捉えている。 

〇オリジナルカレーを考え，

伝え合うために，食材を通じ

た世界のつながりや食べ物の

産地・栄養素などについて，短

い話の概要を捉えようとして

いる。 

話
す
こ
と 

［
や
り
取
り
］ 

〈知識〉 

I ate～. I usually eat～. ～

is from…. 及びその関連語

句について理解している。 

〈技能〉 

食べ物や具材について，考

えや気持ちを伝え合う技能

を身に付けている。 

〇オリジナルカレーを考え，

伝え合うために，食材を通じ

た世界のつながりや食べ物や

食材の産地，栄養素などにつ

いて，お互いの考えや気持ち

などを伝え合っている。 

〇オリジナルカレーを考え，

伝え合うために，食材を通じ

た世界のつながりや食べ物や

食材の産地，栄養素などにつ

いて，お互いの考えや気持ち

などを伝え合おうとしてい

る。 

単語や文章を練習する際，①②③のサイク

ルで練習していく。その後，④で客観的に確認

する。練習が不十分だと感じた時は，①に戻り練

習を積み重ねていく。自分の成長を動画で確認

することで，少しずつ英語を話すことへの自信

を持つことにつなげていく。 
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(2) 単元の全体計画（８時間扱い 本時４／８） 

時 目標◆・主な活動○【】 
評   価 

知 思 態 備考 

１ 

◆単元のゴールを知り，必要な言語材料を確認す

る。 

①Small Talk：昨日食べた物 

②単元のゴールとその達成のために必要な言語

材料を確認する。 

③単語や英語表現の練習 

④振り返り 

   

 

 
 
 

④コミュニケーションアプリツール
を活用して毎時間自己評価する。 

２ 

◆普段食べている物や食材の言い方を知り，聞く

ことができる。 

①Small Talk：３０秒間やり取り 

②言語材料を基に本時の学習課題を確認する。 

③単語や英語表現の練習 

【Let’s Try①】ワードゲーム 

【Starting Out】登場人物が食べた物などを聞き取

る。I usually eat ～.の表現を使いやり取りする。 

④振り返り：第１時と同様 

※第２時の①～③は導入で，④は終末に毎時行

う。 

聞   

【Starting Out】では，聞き取ったこと
をタブレット端末に記入し，データ

で提出させ，評価の材料にする。 

（評価規準は７(1)を参照） 

３ 

◆食べ物の産地を英語で伝え合うことができる。 

【Let’s Listen①】登場人物が食べた食材を聞く。 

【Let’s Try②】食べ物の産地について英語でやり

取りする。 

 聞 聞 

【Let’s Listen①】では，聞き取ったこと

をタブレット端末に記入し，データ
で提出させ評価の材料にする。 

（評価規準は７(1)を参照） 

【Let’s Try②】では，ペアでのやり取り
の様子を動画で撮影し，提出させる。 

４ 

本 

時 

◆食べ物がどの栄養素のグループに入るか英語

で伝え合うことができる。 

【Let’s Listen②】食材の栄養素のグループを聞く。 

【Let’s Try③】食べ物がどの栄養素のグループに

入るか英語でやり取りする。 

話   

【Let’s Try③】では，ペアで英語カー
ドを使ってやり取りの様子を動画
で撮影し，提出させる。 

（評価規準は７(1)を参照） 

５ 

◆オリジナルカレーの下絵を作成する。 

○スライドモデルを確認し，スライドに必要な情

報を全体で共有する。 

○スライドの下書きを作成する。 

    

６ 

◆オリジナルカレーのスライドを作成する。 

○タブレット端末でスライドを作成する。 

○やり取りに必要な表現を確認する。 

    

７ 

◆作成したスライドを作成して，自分の考えたオ

リジナルカレーについてやり取りすることが

できる。 

○グループでスライドを見せ合いながらオリジ

ナルカレーについてやり取りする。 

 話 話 

○自分が作成したスライドを活用し，

その場で質問したり，質問に答えた
りする活動に取り組む。やり取りの
様子を動画で撮影し，提出させるこ

とで評価の材料にする。 
（評価規準は７(1)を参照） 

８ 

◆日本と世界の食料事情について考え，世界と日

本の文化の理解を深める。 

【Do you know?】【Challenge】【ことば探検】 

    

記録に残す評価は行わないが，目
標に向けて指導を行い，学習状況
を確認する。 

（５,６,８時も同様） 
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８ 本時の計画 

(1) 目標 

 食べ物がどの栄養素のグループに入るのかについて英語で伝え合う。 

(2) 本時の指導に当たって 

【手立て１】単元のゴールとめあてを意識させるための工夫 

第１時で本単元のゴール（「オリジナルカレーを考え,英語で伝え合おう」）を提示し，その達成に必

要な言語材料を児童とともに確認している。本時では，教室の掲示物を活用し，「食べ物がどの栄養素

のグループに入るか英語で伝え合おう」という学習課題（めあて）を設定し，共有する。終末では，

本時の課題（めあて）に立ち返り，本時でできるようになったことを全員で振り返り，児童の言葉で

まとめる。 

【手立て２】児童が自信を持って英語を話すためのＩＣＴ活用 

① 標準的な英語の音声を聞く 

学習者用デジタル教科書を活用して，「食材」「野菜・果物」の英単語を自分のペースで聞かせる。 

② 英語を声に出す 

 学習者用デジタル教科書の英語表現練習機能を活用して，個々のペースで練習に取り組ませる。 

③ 自分で／友達と確認する 

 タブレット端末の写真ツールのアルバム機能で，「食材」「野菜・果物」の英単語のイラストを見な

がら自分で確認したり，友達とクイズを出し合ったりして，英語を使う場面を設定する。 

④ 自分の姿を録画して確認する 

 本時のやり取りに必要な表現を友達と練習した後，自分の姿を客観的に確認する。自分の姿から改

善点を見付け，再度練習に取り組ませる。動画は提出させ，評価の材料にする。 

(3) 指導過程 

段

階 

主な学習活動 

〇主な発問・指示 
指導上の留意点 評 価 

導

入 

１ 挨拶と Small Talk をする。 

 

 

２ 前時の学習を振り返る。 

 

３ 本時の課題を設定する。 

 

◎既習表現を使い，体調や日付，天

候，その日のテーマについて教師

や友達と英語でやり取りをする。 

◎単元のゴールと前時までの表現を

掲示物を活用して確認する。 

◎単元のゴールの達成に必要な言語

材料「栄養素」というキーワードを

児童から引き出し，本時の課題を

設定する。     手立て１ 

 

展

開 

４ 本時の目指す姿を知る。 

 

 

 

 

 

 

５ Word Link に取り組む。 

〇全体で本時に扱う単語を練習する。 

・全体で復唱する。 

・全体でスピードを上げて復唱する。 

◎本時で目指すやり取りの姿をイメ

ージさせるために，ＡＬＴと担任

のモデル会話を動画で確認し，本

時のやり取りに必要な表現を確認

する。         

 

         

◎ポインティングゲームでは，ただ

指で押さえさせるだけでなく，声

に出しながら押さえさせる。単語

だけでなく，文章でも声に出させ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食べ物がどの栄養素のグループに入

るか英語で伝え合おう。 

H T : What did you eat last night? 

ALT: I ate beef curry and rice last night. 

H T : Where is the beef from? 

ALT: The beef is from Wakayanagi. 

And beef is in the red group. 
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・ポインティングゲームをする。 

 

〇個人で単語を練習する。 

タブレット端末の活用 

 

〇ペアで単語を確認し合う。 

タブレット端末の活用 

６ Let’s Try③に取り組む。 

〇ＡＬＴと担任のモデル会話を再度視聴

し，本時のやり取りに必要な表現を確

認する。 

○絵カードで本時の表現を確認する。 

・ペアで本時の表現を使って活動する。 

・全体で本時の表現を確認する。 

〇本時の表現を用いて，食べ物がどの栄

養素のグループに入るのかを英語で伝

え合う。   タブレット端末の活用  

ることで，本時のやり取りに必要

な表現に慣れ親しませる。 

◎学習者用デジタル教科書の単語反

復練習機能を活用して,個々のペ

ースで練習させる。  手立て２ 

◎写真ツールのアルバム機能を活用

させる。       手立て２ 

 

◎観点を与えてモデル会話を視聴さ

せ，本時のやり取りに必要な表現

を児童から引き出す。 

◎絵カードをシャッフルし，めくっ

て出たカードがどの栄養素なのか

を英語で伝え合わせる。 

◎ペアでやり取りの様子をタブレッ

ト端末で録画することで記録を残

させる。       手立て２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】【技】 

話すこと 

［やり取り］ 

終

末 

７ 本時のまとめをする。 

 

 

８ 本時の振り返りを行う。 

タブレット端末の活用 

◎児童と本時の学習を振り返り，ま

とめの言葉を引き出す。 

手立て１ 

 

◎コミュニケーションアプリツール

を活用し，本時の課題の達成度を

自己評価させる。   手立て２ 

 

(4) 本時の評価 

評価の観点 話すこと［やり取り］〈行動観察，動画〉 

 十分満足できる（Ａ） 満足できる（Ｂ） 努力を要する児童（Ｃ）への手立て 

知 
・ 
技 

簡単な語句や基本的な表
現に加えて，既習表現を用
いてどの栄養素のグループ
に入るか伝え合っている。 

簡単な語句や基本的な表
現を用いて，どの栄養素の
グループに入るか伝え合っ
ている。 

Let’s Try③の個人練習の際に，助言
や支援を行い，改善状況を見取る。ま
た，次時以降も本時の表現を扱う。 

(5) 準備物 

①教師：教科書，タブレット端末，絵カード 

②児童：教科書，タブレット端末 

(6) 板書計画 

 

 食べ物がどの栄養素のグループに入

るかは，～is in the (  ) group.を使う。 

Date     October 20th/2021 
Day     Wednesday 
Weather  Sunny 

オリジナルカレーを考え，英語で伝え
合おう。 

食べ物がどの栄養素のグループに入るか 
英語で伝え合おう。 

○課  

○ま  

 

食べ物がどの栄養素のグループに入るか
は，～is in the (  ) group.を使う。 

Q:What did you eat last night? 
 
A:I ate～. 
  ～ is in the（  ）group. 


